
TORSE DE FEMME 

今回出品している作品は、初期の木彫作品で学生時代に制作したものです。 

TORSE DE FEMME は、フランス語で『女性の胴体』と訳すことができます。 

TORSE が胴体で、FEMME が女性という意味です。 

胴体を頭部、胴部、脚部で構成させており、上部と下部という 2 部構成によるリズムの単調さ

を、より一層リズミカルに表現するための 3 部構成です。 

ここでは、「虚」というものを主題として、貫通させた穴や凹を用いています。 

実際には物体としてあるものに不必要なものを取り除いて空虚とし、必要最小限の量によりトル

ソを表現したものです。そのことにより、逆に見えないものから見えてくるものを想像できるので

はないだろうかという仮定から出来上がったものです。そして、表面をなでる空気がスムーズに移

動しているものが見えたらいいな、という思いがあります。 

 作品を鑑賞するということは、自分で感じるということです。ご自由に思いを巡らせてみてくだ

さい。 

 



◆略歴 

1962 山口県に生まれる 1991 自由美術協会立体部会員推挙 

1984 第３８回山口県美術展佳作賞（優秀賞 2 回、奨励賞、佳作賞 3 回） 1991 第 4 回個展（蝕 防府市図書館 防府） 

1985 九州産業大学芸術学部美術学科卒業 1992 第２１回現代日本美術展 

1986 自由美術展佳作作家賞（‘８７、’８８も同賞） 1993 第１５回現代日本彫刻展（UBE ビエンナーレ） 

1986 昭和６１年度茨城県美術展特賞（‘８７も同賞） 1994 山口セミナーパークに須佐産黒御影石をした作品設置 

1987 筑波大学芸術研究科美術分野彫塑修了 1994 自由美術展平和賞 

1988 第１回個展（虚空間の世界 村松画廊 東京、下関市美術館 他３回） 1996 第 5 回個展（蝕まれゆくエンタシス '９１～‘９６ 下関市立美術館） 

1988 第１回現代日本木刻フェスティバル（’９２も入選） 1999 第 6 回個展（テラコッタ小品展 ギャラリーkei 山口） 

1989 第 2 回個展（く・ぼ・み 村松画廊 東京） 2018 長崎大学教育学部准教授（～現在に至る） 

1989 山口短期大学児童教育学科講師（‘99∼准教授､’07 ∼‘18 教授） 2020 第６６回長崎県美術展西望平和賞 

1990 第 3 回個展（炎蝕 ギャラリーナカノ 山口） 2026 第 7 回個展（不安定からの安定 諫早市美術・歴史館） 

 

現在 長崎大学教育学部准教授 自由美術協会会員 長崎県美術協会会員 

 


